
県立高等学校重点校制度に係る成果報告書 

学校名 境港総合技術高等学校 

重点項目 専門人材育成重点校 提出日 令和３年５月６日 

 

１ 学校目標 

（１）個々の持つ個性、適性、可能性を最大限に開花させる。 

（２）自主・自律の精神と、他者への思いやりを持った心の育成と創造性豊かな人格を形成する。 

（３）地域の特性を生かして成長し、確かな知識と技術を身につけ未来を切り拓く人間を育成する。 

２ 重点項目に係る目標・成果 

目標 成果 

〇専門的知識や技能を身につけ、イノベーションに柔

軟に対応でき、地域社会の発展に貢献できる人材を育

成する。 

＜数値目標＞ 

【全体】 

（１） 各学科の専門に関連した企業に就職する割合

７５％以上 

（２） 各学科の専門に関連した上級学校に進学する

割合７０％以上 

（３） 各学科の専門の資格を二つ以上取得する割合

８０％以上 

【各科】 

海洋科 ・船舶・漁業関係に５０％以上就職す

る。 

食品・ビジ

ネス科 

・就職希望者の８０％以上が食品・ビ

ジネス科で学んだことを活かし、食

品及びビジネス関連へ就職する。 

機械科 ・自動車整備士試験３級に９０％以上

合格（自動車整備類型） 

・機械・自動車関連企業に８５％以上 

就職する。 

電気電子科 ・電気工事の国家試験に５０％以上合

格させ、電気電子関連企業に８０％

以上就職する。 

福祉科 ・(介護類型)介護福祉士国家試験１０

０％合格 

・(子ども福祉類型)保育検定３級４種 

目１００％合格。  

・（両類型）介護職員初任者研修１０

０％、福祉ヘルプメイト８０％以上

の資格取得に取り組み、福祉関連企 

○多くの専門知識や技能を習得し、専門資格の取

得につながった。 

 

＜数値結果＞ 

【全体】 

（１） ８６．２％（令和元年度７０．６％） 

 

（２） ７０．５％（令和元年度７０．６％） 

 

（３） ９２．０％（令和元年度８４．６％） 

 

【各科】 

海洋科 ・９３．８％ 

（令和元年度７０．０％） 

食品・ビジ

ネス科 

・９２．３％ 

（令和元年度７１．０％） 

機械科 ・自動車整備士試験３級１００％ 

 （令和元年度８５．０％） 

・機械・自動車関連企業１００％ 

 （令和元年度９４．０％） 

電気電子

科 

・電気工事士国家試験６７．９％ 

（令和元年度７４．５％） 

電気電子関連企業８７．０％ 

（令和元年度７５．９％） 

福祉科 ・(介護類型)介護福祉士国家試験 

１００％（令和元年度１００％） 

・(子ども福祉類型) 保育検定３級

４種目５０．０％ 

（令和元年度７５．０％）  

・（両類型）介護職員初任者研修 

１００％（令和元年度９７．４％） 

様式２ 



業に就職希望者の６０％以上就職す

る。 

 

 

福祉ヘルプメイト１００％ 

（令和元年度８６．２％） 

福祉関連企業への就職希望者 

７０．０％（令和元年度５５．

０％） 
 

３ 実施事業 

【高等学校課事業】 

土曜授業等実施事業 

 

全科   計画のほとんどが新型コロナウイルス感染症

防止対策のため実施できなかった。その中でも、

食品・ビジネス科の生徒が、感染症感染防止対

策を万全に行い、本年度新しくオープンした境

夢みなとターミナルを会場に、新巻鮭の販売を

実施。 

社会人講師活用事業 全科 ・県内の各専門家を招聘し、講義、技術指導を実

施。 

介護職員初任者研修社会人講師

活用事業 

福祉科 ・介護総合事例演習・事例検討に係る講義、技術指

導等を実施、専門的知識技術の向上につながっ

た。 

介護福祉士養成研修社会人講師

活用事業 

福祉科 ・介護福祉士養成のための医療的ケア授業の実

施、介護技術向上のための研修、介護実習報告

会への指導助言、介護福祉士のキャリアアップ

にかかわる講演等を実施。 

【独自事業】 

地域とつながる水産業 

 

海洋科、 

食品・ビジネス科 

・沿岸漁業体験（潜水漁業、引縄漁業）を実施。 

・地元水産物をよりおいしく食べる方法、食のみ

やこ鳥取県のうまさを売り込め、実習製品のラ

ベルデザイン作成等の事業を実施した。 

学校間連携（福祉工学の研究推

進） 

機械科 

福祉科 

・科連携は科内で発表した。新型コロナウイルス

感染症防止対策のため、総合技術フェアは外部

の参加なしで実施。学校間連携は実施できなか

った。 

地域貢献と役立ち感の醸成 電気電子科 

福祉科 

・環境美化活動は、校内外で実施。特に、はるかの

ひまわり絆プロジェクトで校内外でひまわりを

栽培し、令和３年度のための種子を保存した。 

・その他の高校生出前講座、公的施設の電気機器

レスキュー隊は、新型コロナウイルス感染症防

止対策のため、実施できなかった。 

ふれあいをとおしたコミュニケ

ーション能力の向上 

機械科 

福祉科 

・新型コロナウイルス感染症防止対策のため、な

かよしフェスティバルは中止。しかし、なかよ

しキャラバン隊へ変更し、県内の観光名所を巡

り、生徒自身で動画を撮影し、子育て王国課 You 

Tubeチャンネルで公開した。また、ふれあい段

ボールでは、簡易ベットやコロナ対策のパーテ

ィション等を作成した。 



学校理解のための情報発信 

（課題研究発表会、中学生体験

入学） 

 

全科 

 

・課題研究発表会は、新型コロナウイルス感染症

防止対策のため、３年生、職員及び高等学校課

指導主事の参加で行う。発表会を DVD に収録

し、学校運営協議会委員に視聴していただいた。

また、中学生体験入学は、総合技術フェアの午

前中に実施し、各科の学習内容を生徒が説明し

た。 

自己実現のための職業観・勤労

観の育成 

海洋科 

機械科 

福祉科 

・インターンシップ及び新型コロナウイルス感染

症防止対策を行い、３科で期間を分散して実施

した。 

熟練技術の技能講習 機械科 ・機械科実習の熟練技術を持っている匠・プロか

らものづくりの技術と心構えを学んだ。 

「介護福祉士」国家試験合格に

向けた取組 

福祉科 ・筆記試験対策学習の強化を図った。 

 
 

４ 総合所見（成果・評価） 

 専門人材育成重点校として、資格、専門技能の習得に力点をおき、専門教育の深化を図る取組を行った。

将来の地元を支える人材の育成を計画的に行うことで、多くの生徒が目標を達成することを通して、習得し

た能力・技術を卒業後、社会に還元できることが期待できる。 

 コロナ禍で、事業の実施が制限され、例年より体験的活動が少なかったが、感染防止対策を検討し、でき

ることを模索しながら実施した。特に、資格取得や専門技術の習得に集中して取り組み、学習を習慣化する

ことができ、自己肯定感や達成感、チャレンジ精神を涵養し、職業人としての基礎力や心構えを養うことが

でき、高い比率で専門性を生かした地元の企業に就職している。 

※枚数任意 

 


